


は じ め に

　新たな秩序を模索するグローバル社会にあって、都市自治体には、進むべきまち
の将来像を示す羅針盤を市民と共有し、その具現化に戦略的に取り組んでいくこと
が求められております。
　本市では、昨年、「責任と誇りを持てるまち金沢像懇話会」において、まちづくり
に関する今後の方向性をお示しいただき、これを踏まえて、本年度設置した「新た
な都市像検討懇話会」から、金沢のめざすべき都市像についてご提言をいただきま
した。併せて、市民の方々からも広くご意見をいただき、ここに本市の新たな都市
像となる「世界の『交流拠点都市金沢』をめざして」を策定した次第であります。
　本市の先人達は、これまでまちの個性である歴史や伝統、学術、文化を大切に
守り、磨き高めてきました。連綿と引き継がれたまちづくりの規範は、このまちに魅力
と品格を与え、そのことによって「歴史都市」や「創造都市」として認められた本市
は、現在、国内外の多くの方々から評価されうる存在になりつつあります。
　都市像で言う「交流拠点都市」とは、これまでのまちづくりの基本を受け継ぎなが
らも、北陸新幹線金沢開業を機に更なる高みをめざし、次のステップに移行するた
めのものであり、これまでに培われた金沢のストックを最大限に活用することにより、
国内外から人・モノ・情報の集積を図り、その交流を通じて新たな価値を創造し、持
続的な発展を続けるまちのことであります。
　もちろん、交流拠点都市として金沢が発展していくためには、行政はもとより、市
民自らにも「自立」が求められます。即ち、一人ひとりが社会の中での役割や他者と
の関わりをこれまで以上に意識していくことが重要であり、そうした市民との協働を
進めることで、交流拠点都市の基盤となる「誇りあるまち」につながっていくのであり
ます。
　この都市像の策定を契機として、市民のまちづくりへの関心や理解が一層高ま
り、行政と市民が一体となったまちづくりの取り組みが加速しますよう期待をしており
ます。同時に、多くの人々にとって「チャンスのあるまち」となるための環境整備にも
最大限の努力をしてまいりたいと存じます。
　結びに、都市像の策定にあたり、貴重なご意見、ご提案をお寄せいただいた市
民の皆様やご協力をいただいた関係各位に厚く感謝を申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年３月
金沢市長　山 野   之 義
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交流拠点都市金沢「 」世界の をめざして

時代の潮流

Ⅰ 前提

　今日、世界は歴史的な転換期を迎えています。すなわち、グローバル化が進み、国家間の
相互依存が高まると同時に、市場経済のボーダーレス化は、国家の経済政策に大きな影響を
与えています。また、歴史問題や民族間の対立などにより、断続的に国家間が緊張関係に陥り、
今もなお、地域紛争が続くなど、国際社会の調整は混迷の度を増しており、世界は新たな秩序
の形成を模索しています。
　翻って、我が国にあっては、人口減少時代の到来に加え、高齢者の割合が増加するなどの
人口構造の変化により、社会保障費の増大や活力の低下が懸念されています。また、人々の
価値観の多様化に伴い、ＮＰＯ活動やボランティア活動等、地域への市民参画が重視される反
面、国や地域社会への帰属意識の希薄化が進んでいます。加えて、ソーシャル・ネットワーキング・
サービスの普及が、コミュニケーションのあり方を大きく変化させています。

　 一方、東北地方を襲った未曾有の大震災は、文明社会が抱える
矛盾を顕在化させ、人間の生き方や社会のあり様を私達に問
い直しています。それ以降、人々の絆や支え合いの大切さが
改めて見直されるとともに、安全・安心のまちづくりや、再
生可能エネルギーへの関心が高まるなど、豊かで温もり
のある人間らしい生き方ができる社会の実現が求められ
ています。
　このように時代が大きく変化する中で、都市自治体
は、国家レベルでは成し得ない新たな価値を創造し
うる主体として、その役割がこれまで以上に期待さ
れています。日本海側の拠点都市として歴史を創っ
てきた金沢は、その特性を活かし、時代の変化に
柔軟に対応しつつ、課題を克服しながら、個性あ
ふれる地方都市としてのモデルを国の内外に提示し
ていかなければなりません。
　金沢はその資格を十分備えており、このまちに課せら

れた責任は大きいものがあります。
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金沢の特性

1 まちの立地
　北陸新幹線金沢開業により、東京までの
移動時間が大阪・京都と同じ約２時間半に
短縮され、国内における交流の可能性が一
層広がります。また、日本海沿岸の中央に
位置していることから、韓国や中国など東ア
ジアとの関係においても幅広い交流が可能
であり、環日本海交流の中心を担っていく潜
在能力を備えています。

2 まちの品格
　金沢には、歴史や伝統、学術、文化など
他都市にはない個性があります。同時に、古
いものと新しいものが共存し、互いに刺激し
あい、磨き高めあうことで発展してきた重層性
があります。このような藩政期から連綿と引き
継がれた金沢ならではのまちづくりの規範は、
歴史都市や創造都市の認定につながるなど、
まちの品格を生み出しています。

3 独自の産業
　金沢は、伝統工芸をはじめとする独自の
産業構造を有しており、人、モノ、情報が
連関する多くの地域産業があります。そこで
育まれた比類なき技術・工芸はグローバル化
によって淘汰されることなく、ローカルであり
ながら世界に伍していくことが可能です。

4 交流の潜在力
　北陸自動車道や東海北陸自動車道沿線
に広がる風景は、我が国の観光における新
たなゴールデンルートとなる可能性を秘めて
います。また、金沢は、学術、文化の拠点
性を有するとともに、建築文化や現代美術
などの面においても新たな創造性を育んでお
り、観光拠点として国内外との交流を活発
にする潜在力を保持しています。

5 独特のコミュニティ
　金沢には、藩政期から培われた自治の伝
統があり、市民はまちへの強い愛着と連帯
意識を持っています。それらは、現在でも、
町会や公民館の地域活動をはじめ、福祉
活動や地域の消防団を核とする自主的防災
活動などに息づいており、連帯と協調を旨と
する市民意識の土壌になっています。
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交流拠点都市金沢「 」世界の をめざして

金沢の課題

1 新幹線時代への対応
　人口の減少や高齢化の進展など、社会
が大きく変化する中で、状況に適切に対応
し、活力ある地域づくりに取り組んでいかな
ければなりません。とりわけ、北陸新幹線の
金沢開業は新時代を画するものであり、そ
の効果を最大限に活かし、交流人口の拡大
を図ることが重要です。

2 国内外との交流の促進
　グローバル化や情報化が急速に進む中、
都市圏を形成する周辺市町をはじめ、県内
や北陸地域のみならず、新幹線沿線都市や
広域観光ルートを結ぶ都市との連携・交流が
必要です。さらに、ユネスコ創造都市や姉妹
都市など、アジアをはじめとした世界の国 と々
の交流が求められます。

3 都心部における
都市機能の集積
　金沢の拠点性を向上させるためには、都
心軸沿線に高次の都市機能を適正に配置
するほか、とりわけ、金沢駅や武蔵ヶ辻、
香林坊、片町において賑わいに資する交流
機能を強化するなど、都心部における都市
機能の集積を図ることが重要です。

4 環境を重視した
まちへの転換
　東日本大震災を契機に、持続可能なエネ
ルギー政策について、国民的な議論が展開
されています。本市にあっても、人と自然と
の共生という日本文化の根本に立ち返り、エ
ネルギー消費型のライフスタイルから脱却し、
環境を重視したまちへの転換を図ることが重
要です。

5 安全安心な都市の構築
　局地的な豪雨など急激な気候変動への
対応とともに、社会資本の耐震化や長寿命
化など、大規模な自然災害への備えが国家
的な課題となっています。本市も例外ではな
く、市民が安心して暮らすことができる安全
な都市を築いていくことが重要です。

6 新たなコミュニティの形成
　独特のコミュニティを有する本市にあって
も、都市化や高齢化の進展により、その弱
体化が懸念されています。人と人の絆や支
え合いの大切さが見直される中で、現代に
ふさわしい新たな地域コミュニティを形成す
る必要があります。
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世界の「交流拠点都市金沢」の実現
～市民が創る誇りあるまち～

Ⅱ都市像

　歴史を礎として、学術や文化などの個性を守り、磨き高めてきた金沢は、他都市に類を見ない資産を有し
ています。その資産を活用し、個性ある新たな価値を創造し続けるためには、人・モノ・情報の交流拠点とな
ることが最も重要であり、世界の「交流拠点都市金沢」の実現をめざします。
　金沢は、藩政期から培われてきた歴史や伝統、学術、文化を保存・継承すると同時に、これらに革新の
息吹を与え、創造的なまちづくりを進めるなど、歴史都市と創造都市の取り組みをまちづくりの両輪に据えて
きました。このような、まちの個性は、他都市にはない魅力として、先人達によって磨き高められてきており、
金沢のブランドが認知されつつある中、新幹線時代に向けて、まちの魅力を国の内外に向けて発信するとと
もに、交流に活かしていくことが重要です。とりわけ、ビジネスや芸術文化など様 な々面でチャンスが生まれ
る環境を整えるなど、まちの求心力を強め、持続的な発展につなげていかなければなりません。
　言うまでもなく、世界の交流拠点都市としての機能を高めていくためには、会議施設の充実や高速交通
基盤の整備などはもとより、その前提として、都市の品格と魅力を高めるとともに、市民協働によるまちづくり
を進めていくことが重要です。
　すなわち、歴史文化資産の保存・活用に加え、景観地区の指定や建築文化の醸成など都市の新たな価
値付けを進めるとともに、都心部に都市機能を集積させるなど、まちの拠点性を高めていくことが必要です。
同時に、市民一人ひとりが主体的にまちづくりに参画することにより、まちに愛着を持って誇りあるまちを創っ
ていく必要があります。絆や支え合いの大切さが見直されている今こそ、自助や共助の重要性など、社会
の一員としての役割を市民が深く理解することで、新たなコミュニティを形成していくことが必要です。また、
最も現代的で重要な課題である環境を重視した社会への転換を図るとともに、安全で安心な都市を構築し
ていかなければなりません。
　これらの具現化を通じて、世界の交流拠点都市の実現につなげていきます。
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交流拠点都市金沢「 」世界の をめざして

国内外からの
人・モノ・情報の
交流

●個性を活用し、革新の息吹

●交流による新しい価値を創造

●交流を活かした国内外への発信

市民協働 絆・支え合い 安全安心な都市

市民が創る誇りあるまち

●ビジネスチャンスの拡大
●都市の魅力向上

× 交流
歴史・伝統
　学術・文化資産

新たな価値の
創造

都市機能の充実まちなみ・クラフト
芸術・産業
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Ⅲ重点方針

　時代の変化に対応しながら、世界の交流拠点都市をめざすには、これまで培ってきた本市の特性を活か
した交流拠点都市としての機能強化が必要です。このため、本市の特性である技術力に裏打ちされた新
たな産業の創出、まちの品格を高める学術文化の醸成、観光を軸とした交流の活発化、新幹線時代に対
応した交通基盤の整備、あらゆる世代に対応した新たなコミュニティの形成が重要となります。そこで、「産
業創出」、「学術文化」、「観光交流」、「交通基盤」、「コミュニティ」をキーワードとした５つの重点方針を
掲げます。

1 産業創出
　産学官連携の下、既存の分野のみならず、
先端的な分野を含めた多様な専門家や著名
人を集め、交流を促すネットワーク拠点として
の機能強化を図ります。また、様 な々分野の
地場産業で新産業の創出に努めるなど、起
業家やクリエーター等のビジネスチャンスが広
がる環境を整えます。

2 学術文化
　歴史文化資産や高等教育研究機関の集積を活用し、地域との連
携を図るとともに、学都にふさわしく、学生など若者たちが集い、学び、
語り合えるまちをめざします。また、会議施設や情報インフラの整備を
促進するなど、都心における国際コンベンション機能の充実に取り組む
ことにより、学術文化を活かしたＭＩＣＥ＊の積極的な誘致に努めます。
＊	ＭＩＣＥ
	 企業等の会議（Meeting）、研修旅行（Incentive）、学会等（Convention/Congress）
	 イベント・展示会（Event/Exhibition）の総称

金沢クリエイティブベンチャーコンテスト

金沢学生のまち市民交流館

（技術力に裏打ちされた新たな産業の創出）

（まちの品格を高める学術文化の醸成）
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交流拠点都市金沢「 」世界の をめざして

4 交通基盤
　北陸新幹線の全線整備を促進するほか、アジアをはじめとする世界各都市
との定期航空路を拡充するなど、国際空港として小松空港のより一層
の飛躍をめざします。また、金沢港の機能を強化するため、クルー
ズ船の寄港やコンテナ等の取扱量の拡大に取り組むとともに、
後背地において港湾活用型企業の誘致を進めるなど、国際
物流拠点や国際観光拠点としての機能強化に努めるほか、
二次交通の充実を図ります。

5 コミュニティ
　様々な分野において、市民やＮＰＯなどがまちづくりに主体的に関わることができる環境を整えるとともに、
すべての世代が生き生きと暮らすことができるよう活動の場を提供するほか、生涯学習機能を強化し、世代
間の交流を通じた共に支え合う社会の形成に努めます。
　また、防災・福祉・環境・教育分野における諸課題を解決し、前進していくためには、市民一人ひとりが
社会の一員としての役割を理解し、力を合わせて支え合う体制を創っていくことが重要なことから、地域や
世代、公私を越えた交流を促進し、時代にふさわしい地域コミュニティの形成を図ります。

3 観光交流
　スポーツを核にした交流を盛んにするため、市民スポーツ
の拠点となる城北市民運動公園の整備を本格化させます。
また、観光の分野では、周辺自治体や関係都市と連携し、
海外からの多様な観光客のニーズに対応できる魅力ある広
域観光ルートの設定に取り組むとともに、伝統文化や町家な
ど金沢の資源を活かした長期滞在型プログラムの開発やナ
イトカルチャーの充実、夜間景観の創出等に努めます。

卯辰山公園からの夜間景観

（観光を軸とした交流の活発化）

（新幹線時代に対応した交通基盤の整備）

（あらゆる世代に対応した新たなコミュニティの形成）
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Ⅳ
～個性を伸ばす～
魅力づくり魅力づくり魅力づくり魅力づくり

基本方針

伝統と創造で発展するまち

歴史文化資産の活用

◦近世城下町に形成された都市構造を基盤として、城下町が醸成した伝統と文化に基づく暮らし・生業が
独特の佇まいを生み出している金沢の魅力は他都市には見られない市民共有の貴重な財産であり、その
価値を市民自らが知り、ふるさとに誇りを持てるよう、歴史文化資産を大切にしたまちづくりを推進します。

◦多様な利活用を通じて、金澤町家
の面的な保存・再生を図るため、文
化的景観区域における整備を重点
的に支援するとともに、情報発信を
強化します。

創造都市の推進

◦「ユネスコ創造都市ネットワーク」や「創造都市ネットワーク日本」との連携を活かし、国内外との交流を深め
るとともに、クラフト分野のみならず、デザインやＩＣＴなど多様な分野の交流拠点機能を強化します。
◦海外への販路開拓につながる創意工夫に富んだ企業が数多く育つよう、金沢の伝統工芸とその技術を
生かした高付加価値の商品開発や職人気質に根ざしたものづくり産業を振興します。
◦工芸の職人や作家、経済人等の国際的な連携を促すとともに、国内外から多くの人が集い、国際的な
会議が不断に開かれる都市をめざします。

長町武家屋敷跡 ひがし茶屋街
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交流拠点都市金沢「 」世界の をめざして

伝統文化の継承・発展

◦使い手の目線に立った「生活工芸」が市民生活に根ざすとともに、高度で洗練された技術を極めた「美術
工芸」が伝承・発展することで、「生活工芸」と「美術工芸」が両輪となり工芸界を支えるまちをめざします。
◦加賀宝生や素囃子、茶道などの伝統文化・芸能を担う人材が継続的に育つことにより、文化が生活に息
づく個性が際立つまちをめざします。

新たな文化の創造・発信

◦フランス・ポンピドゥーセンターとの
合同企画展の開催をはじめ、海
外の美術館と金沢21世紀美術

館との交流を推進します。
◦市民がより利用しやすい施設とな
るよう、金沢市民芸術村の環境
を充実し、市民の文化芸術活動
が盛んなまちをめざします。
◦品格ある建築文化の発信を強化
するほか、文芸や演劇、音楽な
ど多様な文化の育成に取り組む
とともに、文化施設の充実を図り
ます。

学術・観光資源を活かすまち

ＭＩＣＥの促進

◦都心における国際会議機能を強化するとともに、ＭＩＣＥの開催に文化施設を活用するほか、官民連携に
よる誘致組織を整備するなど、ＭＩＣＥの受入体制を強化します。
◦ＭＩＣＥ開催に対する支援制度や相談体制を充実するほか、情報発信に努めるとともに、国内外のＭＩＣＥ
関係者とのネットワークを強化します。

金沢２１世紀美術館
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観光力の強化

◦多様化する情報媒体に的確に対応することにより、国内外へのシティセールスを強化し、認知度の向上と
都市ブランドの醸成を図ります。
◦圏域を越える多彩な広域観光ルートを設定するとともに、「オール石川」体制による観光の振興をめざし、
能登や加賀と一体となった誘客促進に努めます。
◦国内外のラグジュアリー層を対象に、クラフトツーリズムを拡充し、伝統工芸や文化を堪能できる金沢なら
ではの長期滞在型プログラムを提供します。
◦金沢らしい夜間景観を検証するとともに、ナイトカルチャーなど新たな魅力を創出します。
◦海外からの旅行者の増加に対応するため、まちなかにおける情報インフラの整備・充実を促進し、各種発
信媒体の多言語化に取り組みます。
◦市民や事業者が、金沢の歴史や文化を学ぶ機会を提供し、来訪者へのもてなしの心を醸成します。

スポーツの振興

◦金沢マラソンなどを開催する
ことにより、地域住民やコミュ
ニティの連帯を強めるとともに、
スポーツ・ツーリズムとして、

新たなビジネスにつなげるな
ど、元気なまちをつくります。
◦城北市民運動公園の整備を
進めるほか、国内外のスポー
ツイベントの招致を推進する
とともに、地域に密着したプ
ロスポーツチームとの交流や

支援を通じて、地域の活性
化を図ります。

高等教育機関の集積効果の活用

◦高等教育機関と企業、行政が、連携・協力し、産業の振興や市民の学習機会の拡充を図るとともに、地
域との連携や高等教育機関相互の交流を深めるなど、「学都」としての機能を高めていきます。

城北市民運動公園の整備
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交流拠点都市金沢「 」世界の をめざして

～都市機能を高める～
まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり

品格と機能性が両立するまち

品格のあるまちづくりの推進

◦魅力ある景観を後代に継承していくため、自然景観と歴史的建造物等が一体となった「伝統環境保存区
域」、近代的都市機能を持った「近代的都市景観創出区域」、これらが調和した「伝統環境調和区域」
等を指定し、品格のあるまちづくりを進めます。
◦市民との協働により、「景観地区」を指定する
とともに、「金沢方式」による無電柱化を推進
するなど、暮らしと一体となった景観の形成を
めざします。
◦まちなかに緑の交流空間を整備するなど、ま
ちなみと調和した緑や用水、斜面緑地が一
体となった水と緑あふれるまちをめざします。

玉川公園

魅力ある景観の継承
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コンパクトな都市機能の集積

◦人口減少社会に対応した都市づくりを進めるため、原則的に、市街地の拡大を行わず、商業施設や公
共施設等の立地を誘導するなど、主要な都市機能を都心部へ緩やかに凝縮します。
◦旧城下町区域の中心市街地は金沢らしさの象徴であり、都市全体の核となるエリアとして、歴史文化資産
の保存、活用に努めるとともに、定住の促進や商業、業務機能の集約、交流人口の拡大、公共交通を
優先した歩行者中心の交通政策を積極的に推進し、活力と賑わいのある中心市街地の形成に取り組みま
す。
◦金沢駅周辺は重要交通結節点として位置づけ、金沢の玄関口として整備するとともに、金沢駅から香林
坊、片町に至る都心軸沿線にあっては、老朽ビルの建替を促進し、商業、業務機能など、近代的都市
としての金沢の顔となる機能を集積します。

調和のとれた都市構造の形成

◦郊外の良好な住環境の創出を図るため､実施中の土地区画整理事業については､早期の完了をめざします。
◦駅西新都心については、金沢駅、金沢港などの交通拠点や北陸自動車道等の交通アクセスに優れてい
る点を活かし、商業・広域業務機能の集積を図ります。とりわけ、金沢駅西広場周辺にあっては、大規
模な低未利用地の民間主導による高度利用を促進し、駅西新都心の玄関口にふさわしい拠点性の向上
をめざします。
◦大規模公共用地の利活用を進めるとともに、とりわけ、金沢大学工学部跡地については、県及び市で取
得し、文教地区にふさわしい活用を図ります。
◦金石・大野埋立用地については、県と連携し、自然との共生に加え、賑わいや産業の振興にも資する土
地利用を検討します。
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交流拠点都市金沢「 」世界の をめざして

商業の振興

◦金沢駅周辺地区から市中心部に至る都心軸沿線商店街については、回遊性の向上や連携の強化を図
ることにより、若者からお年寄りまで幅広い人々が集う活力ある商業地を形成します。
◦地域商店街については、地域における買い物の場にとどまらず、暮らしに結びついた人々の交流の場とし
て、個性的なイベント等のソフト事業を推進するなど、地域に密着した商店街づくりに取り組みます。また、
適正な商業機能の配置をめざし、大型商業施設の立地誘導を図ります。

交通ネットワークの確立

◦円滑な都市内交通を確保するため、公共交通の利便性向上を図るとともに、歩行者や自転車にやさしい
道路空間を整備するほか、新しい交通システムの検討を進めるなど、総合的な交通体系の確立をめざし
ます。
◦都心部にあっては、終日バス専用レーンを導入するとともに、まちなかシャトルなど二次交通の充実を図り、
定時性、利便性、快適性を確保するなど、公共交通優先のまちづくりに取り組みます。
◦郊外部については、住民ニーズに応じた交通手段が確保できるよう、主要幹線に接続する乗合バス等の
しくみを構築するなど、交通環境の維持・改善を図ります。

情報インフラの整備・充実

◦都心部において、民間との連携により、来街者や市民が容易に様 な々情報を取得し、国内外に発信でき
るような情報インフラの整備を促進します。
◦地域や産業の活性化に向けて、観光や環境、防災など様々な分野でＩＣＴの利活用を促進します。
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拠点性が高まるまち

広域交通基盤の整備・充実

◦北陸新幹線の全線整備を推進するほか、地域住民の日常
の足となる並行在来線については、過度な利用者負担とな
らない運賃設定や、サービス水準の向上に努めます。
◦北陸鉄道石川線及び浅野川線については、利用促進を図るため、パーク・アンド・ライド駐車場の整備に
努めるとともに、交通事業者と連携し、バスの乗り継ぎなど利便性の向上に取り組みます。
◦北陸自動車道を軸に東海北陸自動車道、能越自動車道、金沢能登連絡道路など体系的な高速道路ネッ
トワークの形成に努めます。
◦金沢港については、国、県との連携により、海の玄関口にふさわしい国際物流拠点港としての整備を推
進し、国内外の定期航路の拡充に努めるとともに、外航クルーズ船に対応した交流拠点機能を強化しま
す。
◦小松空港については、アジアをはじめとする世界の都市との定期航空路を拡充し、国際空港として一層
の飛躍を図るほか、羽田空港における乗り継ぎ需要の拡大に取り組み、国内便の確保に努めます。

道路インフラの整備・充実

◦高速道路ネットワークへのアクセスの強化に努めるとともに、国道８号をはじめとする各種国道や広域県道
等により都市間連携道路ネットワークを形成します。
◦内、中、外の３環状道路と東西南北を連結する放射道路による放射環状道路ネットワークを本市道路網
の骨格と位置づけ、早期完成と機能拡充に努めます。とりわけ、外環状道路（海側幹線）の早期開通と
外環状道路（山側環状）の４車線化を推進するほか、防災機能等を有するロード・ステーションの設置に努
めます。

圏域交流の推進

◦広域化・多様化する行政課題に対応するため、経済圏や生活圏を同じくする周辺自治体との間で災害時
の復旧活動や給水活動などにおける連携の強化を図るほか、幹線道路網の整備を進めます。
◦周辺自治体と連携し、北陸新幹線金沢開業への対応を強化するとともに、住民の相互交流を推進するこ
とで、拠点性の高い都市圏の形成をめざします。

金沢港
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交流拠点都市金沢「 」世界の をめざして

～活力を生み出す～
ものづくりものづくりものづくりものづくり

クラフト産業の振興

◦歴史に育まれた文化の蓄積などを活用し、職人の持つ高度な技術と現代の技術が融合した、質の高い
新たな工芸の創造に取り組みます。
◦金沢の工芸を発信するイベントを充実するほか、「金沢クラフトビジネス創造機構」の機能を強化するなど、
金沢らしい工芸製品を製造・発信できる体制を整備します。
◦工芸のビジネス化を促進するため、人材育成や販路拡大を図り、市民の暮らしの中に「生活工芸」が息
づくまちをめざします。

ものづくり産業の活性化

◦先端的なコンテンツ産業分野を中心に、起業家やクリエーターなどの人材を育成するとともに、ビジネスチャ
ンスを広げる環境を整えるなど、国内外へ発信するクリエイティブベンチャーシティをめざします。
◦産学連携や異業種交流を促進し、企業や大学等研究機関の持つ技術の蓄積を新製品・新技術の開発
や人材育成に活かすことにより、独創性に富んだ付加価値の高い製品づくりにつなげます。
◦地元企業の高い技術力を海外に発信するため、国際見本市への出展を促進し、販路開拓を図ります。

グローバル・ネットワークを活かしたまち
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起業支援の強化

◦新産業の創出をめざし、ベンチャー企業などの起業を総合的に支援するとともに、ＩＣＴ分野等における地
場産業と先端技術の融合をめざし、人的ネットワークを構築します。
◦地域のニーズに応えるコミュニティ・ビジネスの創業を支援し、就業機会の拡大を図ります。

企業立地の推進

◦金沢テクノパークに高度技術産業や試験研究開発機関な
ど付加価値の高い都市型産業を誘致するほか、既存の
工業団地では、地域資源を活かした企業立地の促進や
地場企業の高度化を図り、産業の競争力を高めます。

◦金沢港周辺地区では、港湾活用型企業の集積を図るとと
もに、金沢森本インター工業団地では、新たな物流の拠
点として、企業の誘致に努めます。

農業の振興

◦認定農業者へ農地を集約し、農業経営の安定化を図るとともに、集
落営農の組織化を推進します。また、生産・経営指導や農地の確保、
機械施設の整備等への支援策を充実し、新規就農者の育成や異業
種からの農業参入を促進します。
◦金沢の特産物である「加賀野菜」の生産拡大や「金沢そだち」など新
たな金沢ブランドの確立に努め、情報発信を強化します。
◦生産履歴等の情報提供など安全な食の供給体制の整備に努めるほ
か、地産地消の推進とともに、伝統食など金沢の食文化の継承や情報発信に取り組みます。
◦地場農産物等を活用した加工品開発や新たな販路開拓への支援等により、新たな付加価値を生み出す
農林漁業の６次産業化を推進します。
◦河北潟周辺地区や粟五地区、安原地区などの優良農地を保全し、農業の振興を図るとともに、良好な
集落環境づくりに努めます。

農林業が持続的に発展するまち

金沢森本インター工業団地

金沢テクノパーク金沢テクノパーク
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交流拠点都市金沢「 」世界の をめざして

林業の振興

◦森林の再生・整備を図るため、木材産業関連事業者
等と連携し、公共施設における金沢産木材の利活用
を拡大するなど、供給の安定化や流通体制の確立
に努めます。
◦森林の保全を図るための間伐を進め、間伐材の利
活用を進めるとともに、森林資源をバイオマスエネル
ギーとして活用する取り組みを推進します。
◦林内道路の整備や高性能大型林業機械の導入によ
り、森林施業の省力化・低コスト化を推進するとともに、商品価値の高い木材を生産するための長伐期
施業を進めます。

中山間地域の活用

◦市民の農業体験や果樹等のオーナー制度の推進、市民農園の拡大によるグリーン・ツーリズムを進め、都
市と農村の交流を促進します。
◦中山間地域の特性を活かした農林産物の産地育成を図るほか、遊休農地等を活用した農業参入を支援
するとともに、有害鳥獣被害の防止
対策を推進します。
◦集落間道路や上下水道などの環境
整備を推進するなど、定住の促進に
努めます。

金沢産木材を利用した教室

市民による中山間地域の活用
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子育て環境の充実

◦小中学校の校舎及び体育館の耐震化を完了させ、安全・安心な教育環境を提供するとともに、地域との
つながりを基盤とした適正規模の学校運営をめざします。
◦放課後児童クラブの拡充や多様で弾力的な保育サービスの充実等を図るなど、子育て支援施策を強化
し、ワーク・ライフ・バランスの推進に努めます。
◦子育て世代の負担を軽減するため、子供の医療費助成制度
を拡充するほか、妊娠時から出産、育児期間を通じた支援
を強化し、安心して産み育てられる環境を整えます。
◦教育相談や子育て支援など、教育と福祉の連携強化により子
供たちの育ちを総合的に支援する拠点機能を拡充します。

特色ある教育の推進

◦教育の将来を見据え、道標となる教育振興基本計画を策定するとともに、新たな学校教育の金沢モデル
を構築し、全国に誇る高い教育水準の確立をめざします。
◦知・徳・体のバランスのとれた人材の教育とともに、郷土の歴史や伝統文化、偉人教育を推進することにより、
ふるさとに愛着と誇りを持ち、金沢の良さを内外に発信できる人材を育成します。
◦読書に対する子供の関心や理解を深めるとともに、成長過程や様 な々生活場面に応じ、子供が適切な本
に出会える機会や環境の整備に取り組みます。
◦子供が自然や宇宙に興味を持ち主体的に学習できるようキゴ山の
研修施設や体験プログラムを充実するとともに、地域における世代
間交流を推進します。
◦特別支援教育の充実を図るほか、自律心や思いやりの心など豊か
な人間性を養う道徳教育を推進するとともに、いじめや不登校等
の問題に、学校及び保護者、スクールカウンセラー等の専門家が組織的に対応できる体制を構築します。

～未来を育む～
ひとづくりひとづくりひとづくりひとづくり

豊かな人間性を育むまち

キゴ山体験プログラム

近江町交流プラザちびっこ広場
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交流拠点都市金沢「 」世界の をめざして

次世代を担う人材を育てるまち

多様な産業における担い手の育成

◦職人や作家たちの日常的な活動を支援することにより、ものづくりの
後継者や文化芸術活動を担う若い世代を育成します。
◦伝統的建造物や金澤町家の修復など、職人の高度な手仕事の技
術を発揮できる場を確保するなど、職人大学校における伝統的建造
物修復技術者の育成に取り組みます。

◦旅行会社やホテルなどＭＩＣＥ関連企業の人材育成を支援するほか、
ＭＩＣＥ誘致に必要な専門性を有する人材やコンシェルジュ機能を担う人材の育成・確保に努めます。
◦金沢農業大学校及び金沢林業大学校修了生の就業支援を強化することにより、次代における農林業の
担い手の育成に努めます。

地域の担い手づくり

◦元気なシニア世代が豊富な経験・知識・能力を発揮しながら、地域活動の担い手として活躍できるよう、シ
ニア施策の推進に取り組みます。
◦民生委員をはじめ、ＮＰＯ、企業・学校等と連携を図りながら、地域福祉を支える多様な人材が確保される
よう、地域の担い手づくりに取り組みます。
◦金沢ボランティア大学校の充実を図り、様々なボラ
ンティア活動の担い手や若手リーダーの育成に努め
るほか、地域福祉に気軽に参加できるボランティア
のしくみを構築するとともに、地域において人と人を
つなげる人材の掘り起こしに努めます。
◦外国人市民と一緒に暮らしやすいまちをめざすた
め、多言語による生活環境の整備を促進するととも
に、国際交流の担い手育成に努めます。
◦男女の人権が尊重されるとともに、地域社会の様々
な分野において、女性が持てる能力を十分に発揮
し活躍の場を広げられる男女共同参画社会の推
進を図ります。

職人大学校
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～自然と共に生きる～
環境づくり環境づくり環境づくり環境づくり

環境への負荷が少ないまち

エネルギーの自立

◦エネルギーの自給意識の向上を図り、生活の知恵を生かした工夫やコージェネレーションシステムなど省エ
ネルギー設備を導入することにより、エネルギーの省力化に積極的に取り組みます。
◦既存の水力発電能力の増強を図るとともに、用水等を利用したマイクロ水力発電設備等の設置など、金
沢らしさを生かしたエネルギーを創出し、自給率の向上を図ります。
◦新製品・新技術等の開発支援を強化するなど、再生可能エネルギーを導入しやすい環境を整備するととも
に、公共施設における再生可能エネルギーの導入を促進します。
◦電力使用量の見える化や節電のための機器制御など、エネルギーの管理システム導入を促進するとともに、
ＩＣＴの活用による電力需給の調整やエネルギーの地産地消に取り組み、スマートシティをめざします。

循環型社会の形成

◦市民との協働により、ごみの発生を抑制し、不用品の再利用や家庭ごみの資源化を推進するとともに、
企業におけるゼロエミッション活動を推進するなど、資源の循環システムを確立します。
◦ごみ焼却施設や収集施設の合理化を図るとともに、下水道普及に伴う、し尿処理方法の見直しなど、効
率的かつ安定的なごみ処理体制を構築します。
◦下水処理水の消雪用水等への利用拡大を図るとともに、下水処理の過程で発生する資源の有効利用を
促進します。

環境にやさしい活動の推進

◦温室効果ガスの排出状況をはじめ、大気や水質、騒音等の環境情報を市民に提供するとともに、環境
保全に向けた市民レベルの活動を積極的に支援します。

◦地球温暖化を防止するため、様 な々機会をとらえて環境教育・環境学習を推進し、市民意識の向上を図ります。

再生可能エネルギーの導入
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交流拠点都市金沢「 」世界の をめざして

安全で快適な生活環境の保持

◦大気汚染や水質汚濁の対策を推進するとともに、周辺市町と連携し河北潟における水質浄化に取り組み
ます。
◦河川水や下水処理水による消雪を進めるなど、地下水の効率的な利用を促し、地盤沈下の沈静化を図り
ます。
◦快適で美しいまちを実現するため、ごみの不法投棄監視を強化するとともに、市民や事業者のモラルの
向上を促進します。

自然環境の保全

◦自然環境保全区域の指定や協定の締結により、地域住民との協働で自然環境の保全に努めるとともに、
希少な動植物や在来種を保護するなど、生物の多様性の確保に取り組みます。
◦自然体験施設や公園など自然とのふれあいの場を整備するとともに、エコツーリズムを推進します。

農地・森林の多面的機能の保全

◦生産機能のみならず、生物多様性の保持や温暖
化防止機能等の多面的機能を有する農地を保全
するとともに、耕作放棄地の発生防止や解消を促
進することにより、農村景観の維持に努めます。
◦土地の保全や災害防止、貯水機能を有する森林
を保全するため、荒廃した民有林の整備や山林
境界の明確化に努めるほか、ふるさとの森づくり協
定により地域ぐるみの森林整備を促進し、自然との
共生をめざします。

潤いある生活ができるまち
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～安心して暮らせる～
くらしづくりくらしづくりくらしづくりくらしづくり

防災体制の強化

◦東日本大震災を踏まえ、地震と津波の複合災害へ
の対応や風水害対策を強化するため、地域防災計
画を見直し、市内の防災拠点広場や備蓄倉庫の
整備を推進します。また、避難所の収容能力の改
善や適正配置を図るとともに、災害発生時に迅速か
つ的確に情報が市民に伝わる体制を確立します。
◦局地的な大雨等に備えるため、土砂災害危険箇所の整備はもとより、河川や雨水幹線の整備を進めるな
ど総合治水対策を強化します。また、迅速な除排雪による道路・歩道の確保に努めるとともに生活道路に
おける市民協働の除排雪体制づくりを進めるなど、克雪対策に取り組みます。
◦災害時におけるライフラインを確保するため、予防保全型の維持管理体制を整えます。また、道路や橋梁、
上下水道などの都市基盤や市庁舎など公共施設の耐震化を推進するほか、下水処理施設のネットワーク
化を図り、代替機能を確保します。
◦災害発生時に地域において迅速な対応が図れるよう、防災教育・訓練等を通じて、市民に自助、共助の
防災意識の大切さを啓発するとともに、地域や学校、事業者などが一体となった減災体制を構築します。

消防・救急体制の強化

◦消防救急無線のデジタル化への移行に伴い、基地局等の適切配置や無線中継車の効率的な運用を図
ることにより、無線不感地帯を解消するとともに、周辺市町との共同運用による統一した消防・救急体制を
確立し、通信指令業務の迅速化、効率化を図ります。

◦災害時に的確な対応が図れるよう、緊急消防援助隊の広域活動拠点を整備するなど、消防受援体制を
強化します。
◦予防救急に取り組むほか、救急車の適正利用の促進など、市民との協働による救急体制の確立に努め
るとともに、救急救命士の養成や救急活動資機材の高度化を進め、救命率の向上を図ります。

災害に強いまち

防災拠点広場の整備
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交流拠点都市金沢「 」世界の をめざして

健やかな暮らしを支えるまち

障害のある人の自立支援

◦障害のある人の雇用を促進するため、民間企業や就労支援機関、教育機関等との連携を強化するととも
に、ジョブコーチ制度や在宅就労支援等を通じて、就業機会の拡大を図ります。
◦障害のある人の自立を促すため、外出支援のほか、家族や住まいへの支援を充実させるとともに、地域
住民の障害に対する理解が深まるよう啓発活動を充実します。

こころと身体の健康づくり

◦幼少期からの健康な生活習慣づくりを促すなど、ライフステージに応じた市民の主体的な健康づくりを支
援するほか、生活習慣病の発症予防や重症化予防の取り組みを強化することで、市民の健康寿命の延
伸を図ります。
◦「うつ」への理解を高めるための正しい知識の啓発や相談支援体制を強化するほか、働く世代のメンタル
ヘルス対策等の充実など、市民のこころの健康の保持に努めます。

保健・医療・福祉拠点の連携・充実

◦地域包括支援センターの機能を強化することにより、保
健・医療・福祉拠点の連携による地域包括ケアシステム

を確立します。
◦高齢者が住み慣れた地域で、自らの状況に応じた施設
を選択できるよう、既存住宅のバリアフリー化や特別養
護老人ホーム・グループホーム等の介護保険施設の整備
を進めるほか、安心して暮らすことができるよう生活環
境の改善・向上を図ります。

◦市立病院においては、脳センターをはじめとする各セン
ターが石川中央医療圏で中心的な役割を担うとともに、
感染症予防や院内感染予防等で指導的役割を果たす
ほか、救急医療や災害医療の体制を強化するなど、医
療の質の向上と地域医療の充実に努めます。
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市民協働の推進

◦多様化する地域ニーズや課題を解決するため、市民、ＮＰＯ、企業などが積極的に公共的なサービス等
の提供主体となり、身近な分野において、共助の精神で活動できるよう、「新しい公共」の推進に取り組
みます。
◦町会をはじめとする地域団体との協働活動を成熟・発展させていくほか、新たな協働の担い手となる人材
を育成するため、公募による協働事業の充実・強化を図ります。

学生の地域活動の促進

◦まちなかの拠点施設を活用し、学生が都心に集い、多様な世代の市民との交流を通じて、自主的なまち
づくり活動に取り組めるしくみを構築します。
◦まちづくり活動に携わる学生団体
を育成するとともに、新しい公共
の担い手となるよう、創造性あ
ふれる学生の感性を活かした協
働のまちづくりを推進します。

～協働を進める～
絆づくり絆づくり絆づくり絆づくり

地域コミュニティを支えるまち

金沢ゆめまちづくり活動支援事業 学生の雪かきボランティア
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交流拠点都市金沢「 」世界の をめざして

コミュニティ活動への支援

◦単身の高齢者や日常生活への援助を求める市民が増加する中、民生委員の活動を充実させるとともに、
地域住民のボランティアニーズを踏まえた、地域主体の支え合い体制を構築します。

◦地域の伝統芸能や祭りの継承を支援するほか、地域サロン等における世代間交流や高砂大学等の学習
の場の充実、生涯スポーツの推進等を通じて、高齢者の社会参加を促進します。

生涯現役のしくみづくり

◦短期の就労機会のみならず、元気なシニア世代の長期就労や地域貢献活動
が促進されるよう金沢市シルバー人材センター等の機能を充実・強化します。
◦市立図書館や学校、周辺自治体の公立図書館等のネットワークにより、読書・
学習機会の拡大を図るほか、まちなかにおいて、若年層からシニア世代まで、
多様な世代が集い、学ぶことができる生涯学習機能を強化します。

行政サービスの充実

◦市政の透明性を一段と高めるとともに、多様な情報媒体の活用により、市政情報を市民に提供し、情報
の共有化を図ります。また、市の施策に対して市民の意見が適切にフィードバックされる双方向の広報・
広聴に努めます。
◦行政組織の見直しや職員の資質・能力の向上など、効率的で機動的な行政体制の整備を図るほか、民
間経営の視点と発想を取り入れ、成果を重視した効果的な行政経営システムを確立するとともに、ＩＣＴの
活用を推進し、行政サービスの質や利便性の向上を図ります。

持続可能な行財政基盤の確立

◦市民に財政状況をわかりやすく示しながら、適正な市債発行や繰上償還、基金の積立・活用、財源の確
保や特別会計の健全性の維持を図るなど、自立度の高い財政運営に努めます。

◦事業の重点化やスクラップ・アンド・ビルドによる事務事業の見直し、公共事業費規模の適正化に努め、将
来にわたって持続可能な運営ができるよう財政の健全性を確保します。

地方の自立をめざすまち

金沢海みらい図書館




